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水防法改正の概要

国土交通省HP http://www.mlit.go.jp/river/suibou/suibouhou.html

平成27年5月公布



・平成17年に表された荒川の浸水想定区域図は、
「計画規模降雨」を前提とした降雨を対象としたものです。 3

今回の洪水浸水想定区域図の主なポイント

 想定し得る最大規模の外力に基づく想定

 地盤高データを更新

 氾濫域のメッシュサイズを細分化

 浸水深の区分を見直し

 浸水継続時間を表示

平成１７年公表の浸水想定区域図



4

洪水浸水想定区域に関する公表内容

①「想定し得る最大規模の降雨（計画規模を上回るもの）」を前提とした
浸水想定区域・浸水深

②浸水継続時間
③「計画規模降雨」を前提とした浸水想定区域・浸水深

告示内容 水防法施行規則第2条

④破堤地点別氾濫シミュレーション結果

告示内容と合わせて公表する情報
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既存と今回の浸水想定区域図の違い（地盤高）

 地盤高は、最新（平成27年）の航空レーザ測量データを用いて25mのメッシュでモ
デル化。

 現在の浸水想定区域図は250mメッシュの計算であり、地形データの精緻化等によ
り精度向上を図りました。

250mメッシュ標高段彩図（H17）

25mメッシュ標高段彩図（H27）

図 地盤高の差異（H17とH27時点）
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浸水区域と浸水深

 洪水浸水想定区域図は、想定した雨が降った時に浸水するおそれのある区域の
浸水深を包括的に表示したものです。

 浸水深の色分けは、一般的な住宅を基準にすると以下のような目安となります。
・ 0.5m未満 ：床下程度 ・ 0.5m～3.0m ：1階が浸水
・ 3.0m～5.0m ：2階部分が浸水 ・ 5.0m以上 ：2階部分が水没

・ただし、雨の降り方や考慮していない高潮や内水の氾濫などにより、同図の 浸水区域より浸水が広がる
可能性があることに注意してください。
・表示されている浸水深から、水害時でも被害リスクの小さい住まい方、命を守るための避難の仕方などの
参考にしてください。

平成27年9月関東・東北豪雨 ： 屋根からヘリコプターで救助される人
毎日新聞社

図 浸水深の表示区分（国土交通省HP）

2階部分も水没する
5.0m以上

2階部分も浸水する
3.0m～5.0m

床上から1階が浸水する
1.0m～3.0m

床下程度となる
1.0m未満
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浸水継続時間

 河川の氾濫では、地盤の高さ等に応じて浸水は徐々に深くなり、ピークを迎えます。
その後、排水等により浸水深が下がっていきます。

 浸水深が0.5mを上回った時点から最終的に0.5mを下回るまでの通算時間を浸水
継続時間として提供します。
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その他情報

 自主的な避難に活用できる情報として、破堤地点別の氾濫シミュレーション結果を
ウェブサイト（浸水ナビ）に今後公表します。

決壊から1時間後 決壊から６時間後

図 氾濫シミュレーションのイメージ


